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無断転載・複写を禁ず	



Oscillococcinum	

ò  原材料：アヒルの心臓と肝臓　→動物レメディ 

ò  Covid-19用のホメオパシー・プロフィラクシス（ホメオパ
シー予防レメディを指す）のコンビネーションレメディに
含まれている 

ò  上記はアフリカのエピデミック（病気の流行）に詳しい
Dr. Elvia Burryが提案したコンビネーションレメディ 

ò  エピデミック（epidemic）とパンデミック（pandemic）は
意味が少し違う 

i.  Epidemic：病気の流行 

ii.  Pandemic：世界的病気の流行　　　	©︎ロータスホメオパシーセンター 



Oscillococcinum　普通の顔	

ò  マヤズム：結核マヤズム+梅毒マヤズムのレメディ 

ò  マヤズムとは、生まれながらに持っている、DNAに刻み込まれ
た「シミ」のようなもの 

ò  ５つのマヤズム：疥癬マヤズム、淋病マヤズム、梅毒マヤズム、
癌マヤズム、結核マヤズム 

 

ò  王道のOscillococcinumは、風邪、インフルエンザの予防など 

ò  1918年〜19年のスペイン風邪の際も使用された 
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Oscillococcinum　別の顔	

ò  チーズ、ミルクなどの乳製品への不耐症に 

ò  アンチ癌レメディ（通常、癌患者はインフルエンザに
罹らないと言われている） 

ò  体重を落としやすい 
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